
自 衛 消 防 訓 練 実 施 の 手 順

自衛消防訓練（消火訓練・通報訓練・避難訓練）実施

準
備

実施日時や場所
を決めましょう。

訓練内容を
決めましょう。

訓練参加者へ
周知しましょう。

●消防計画に定める任務分担に基づき行いましょう。

●訓練内容は建物の実情に合った消火・通報・避難ができるようにしましょう。

【消火】消火器や屋内消火栓などの操作方法を習得しましょう。

【通報】周囲へ火災を知らせるとともに119番通報の要領を習得しましょう。

【避難】実際に避難経路を使って安全な場所まで避難してみるほか、出口へ

の避難誘導の方法を習得しましょう。

●回覧や貼り紙により、訓練参加者に周知しましょう。

●自衛消防訓練の重要性について理解や協力を求めましょう。

※一定の防火対象物（映画館や百貨店、飲食店など不特定多数の人が出入りする建物）

の防火管理者は消火、訓練及び避難訓練を実施する場合には、あらかじめ、その旨を

消防機関に通報しなければならないとされています。 【消防法施行規則第３条第11項】

大阪市消防局のホームページ（届出・申請）よりダウンロードすることができます。
http://www.city.osaka.lg.jp/shobo/page/0000198511.html

Ｑ 事前の通報は、どのようにすればいいのですか？

大阪市消防法施行規則第５条第３号様式による

「消防訓練通報書」により管轄消防署に提出してください。

自衛消防訓練（消火訓練・通報訓練・避難訓練）実施について
●火災は、いつどこで発生するか予測できません。もし、火災が発生したら・・・人命の安全を最優先に、被害を拡大させない
ため、消防隊が到着するまでは、そこにいる人たちが、適切な判断で、迅速に行動しなければなりません。・・・そのために
自衛消防訓練を定期的に実施し、一つ一つの行動を身につけることが、万一のときにいかに役に立つかを、建物内のみな
さんが認識することが重要です。・・・定期的に訓練日を設け、自衛消防訓練を積極的に行うことで、安全・安心のレベルアッ
プを図りましょう。
●訓練を難しく考える必要はありません・・・火災の発生を想定（出火日時・場所や燃焼状況）して、火災発見から、消火、通報、
避難の各訓練を一連で実施する総合訓練を行うことが理想ですが、・・・時間や参加者等の事情が許さない場合は、別々に
実施しても構いません・・・まず①消火器の操作要領、次に②119番通報要領、次に③避難の誘導要領、という具合にステッ
プアップしていきましょう。
●多忙で時間が取れないような場合は、就業（開店）前後、朝礼、会議、集会などのわずかな時間を利用し、短時間で効果的
に工夫して実施しましょう。それが訓練の定着につながります。

●できるだけ多くの人が参加することが理想ですが、少人数しか集まらない場合は、訓練の日程や時間帯等を数回に分けて実
施するなどして工夫しましょう。

注意事項
○訓練を実施するときは、負傷したり物を壊したりしないよう、安全を管理する人を配置して、十分に気を配りましょう。

自衛消防訓練を実施するときは、事前に管轄消防署に通報してください。
不特定の人が出入りする建物では、年２回以上の消火・避難訓練が必要です。

●従業員の参加しやすい日、時間帯を設定します。

（全員の参加が無理ならば別々に実施しても大丈夫です！）

●訓練は少人数でも実施できます。また、少ない時間でも効果的に実施すれ

ば大丈夫です。

●訓練は建物内又は周辺のスペースを見つけて行いましょう。

●消防用設備等の点検実施時に、あわせて実施すると効果的です。

（消防用設備等の操作や復旧などのアドバイスを受けましょう！）







●通報に便利な１１９番通報メモ
落ち着いて、１１９番通報メモの項目にそって通報してください。

大 阪 市 消 防 局

スマートフォン・携帯電話等
からの通報

スマートフォン・携帯電話等からの通報は、その地域の「代表消防本部」を経て
管轄の消防本部につながります。管轄外で土地勘に不慣れなため、通報内容
の確認に手間取るなどの問題が起きていますので、できるだけ詳しく住所・建
物名を把握して通報してください。


